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暴 追 だ よ り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　公益財団法人岐阜県暴力追放推進センター
ＴＥＬ  ０５８－２７７－１６１３

	「第２５回暴力追放岐阜県民大会」の開催結果
第２５回暴力追放岐阜県民大会は、岐阜県警察と当センターとの共催により、７月２７日、羽島市内の不二羽島文化センター(旧称羽島市文化センター)で開催しました。今回は当センター設立２５周年の記念大会で、大会は、第１部の式典に続き、第２部の記念講演では、落語家三代目桂花團治師匠よる「暴力に屈しない」と題する講話と演目「昭和任侠伝」の落語、第３部では岐阜県警察音楽隊による演奏会が行われ、ご来賓の岸副知事、佐藤副議長、松井羽島市長様はじめ賛助会員の皆様や、多くの県民の皆様約８００名のご参加をいただき盛大に開催することができました。
ここに厚くお礼を申し上げます。
また、当センターでは設立２５周年を記念して新しいシンボルマークを一般公募し、本大会にて公募結果を発表しました。
おめでとうございました
～ 今大会で受賞された皆様 ～
　１　岐阜県知事・警察本部長連名表彰　
　　○　大垣駅南街区第一種市街地再開発事業暴力団等排除協議会 様
○  大野春光 様(岐阜地区暴力団排除連絡協議会) 
○　飯沼敦朗 様(弁護士)
○　森　俊爾 様（株式会社トーカイ）

○　下野正人 様（株式会社大光）
○　品川典弘 様（レシップホールディングス株式会社）　　　　

　　２　センター理事長感謝状
　　　　　　〇　株式会社市川工務店 様
○　ヒロタ株式会社 様
○　株式会社三和サービス 様
○　岐建株式会社 様
○　三栄精工株式会社 様
〇　株式会社丸治コンクリート工業所 様
　　　　〇　金子工業株式会社 様　

　　　　　　○　日下部照美 様　○　小見山重政 様　○　市原真吉 様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　○　中村浩明 様　　○　水谷海二 様
☆新シンボルマークの決定　

　　　優秀賞　〇　駒井　瞭 様(大阪府)
　 　コンセプト　岐阜の「Ｇ」の文字をモチーフとして、木曽三川等豊か

な自然を象徴し、暴排に対する元気な姿を表現しました。
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※　マーク利用希望者は当センターまで一報して下さい
佳　作

　　　　　　〇　梅村元彦 様(春日井市)　　〇　小池友基 様(高崎市)
　　　　　　〇　居関孝男 様(京都市)　　　〇　井口やすひさ 様(高崎市)
　　　　　　〇　勝浦凪斗 様(多治見市)
☆旧シンボルマークも引き続きよろしくお願いします
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～三代目桂花團治記念講演から～

（概要）
　最近世の中には、悪い奴が増えました。オレオレ詐欺、振り込め詐欺とか。

　先般の熊本の大地震では、火事場泥棒もいるとのこと。

　また、地震で家屋が損壊している人に対して、修理が２～３年待ちと立て込んでいることに便乗して、すぐにやりますからと持ちかけ、相場の１０倍の値段の見積もりをふっかけてくる業者もいると聞きました。
被害者は地震と二重被害に遭っています。ひどいものです。
暴力団も悪いですが、約５０年前の昭和の頃は、菅原文太、高倉健、鶴田浩二の時代、あの頃のヤクザは「堅気に迷惑をかけちゃあいけねえ」という風潮でしたが、今は堅気からいかに金を取るかになってしまっています。
私が若い頃、ヤクザ映画を見に行った際、パンチパーマでヤクザそうろうの男が後ろの席に座って、私の席のところにまで足を伸ばしており、困っていましたところ、映画で健さんが
「堅気の衆に迷惑をかけちゃあいけねえ」
と言った途端に足がスーと引っ込みました。(笑)
　私が、なぜこうした暴力団排除の講話をするようになったかを話します。

　噺家は師匠に入門すると、３年間は部屋住みで師匠宅に寝泊まりして修業をしなければなりません。
　私も３年の年季が明けて家族のいる実家のマンションに帰りましたところ、表札がなく、１ヶ月前に引っ越したとのことでした。
直感で夜逃げだと思いました。
　実は父親が事業をしていて、知人の連帯保証人になり、知人の借金を背負わされていたのです。

私がまだ入門前の中学３年生の頃、夜中に玄関のドアをドンドンとたたき、大声で
　　　　「おーい出てこい、踏み倒すんか！」「金返せ！」

と、よく借金取りが来ていました。

　そのとき私は、父親が金の工面に窮していることがわかっていましたが、落語家になることで、この状況から逃げたのです。

　年季明け後も父親らの行き先もわかりませんし、実家がありませんから当分師匠の家から仕事に通わせてもらいました。
その後、徐々に仕事も増え、テレビなどのレギュラーももらうようになった頃、父親から連絡があって、父と弟は一緒に暮らしている。母は青森の実家に住んでいるということがわかりました。
　それから２～３ヶ月後のことです。見知らぬ男から突然電話が入り

　　　「最近テレビ見てるで、私は君のお父さんと友達なんや」

　　　「実はうちの事務所にお父さんがいるんや、今迎えに来てくれへんか」

と言ってきたのです。とにかく父親を電話口に出すように言うと父は
　　　「すまんな、そういうことや」
と言うのみで、代わった相手は

　　　「お父さん仕事でえらいことをやってくれた。今から出てこい」

と強い口調、
　　　「もし来れな、君の番組、今度スタジオへ応援に行くわ、ロケ先でもええで」

と言ってきました。

　父のいる場所は、大阪市内の組事務所でした。
そのとき私はちょうど仕事が波に乗ってきていたときでして、いろいろな思いが頭を巡って意識がもうろうとしていて、周りから見て少しおかしかったと思います。
それに気づいた先輩が心配して声をかけてくれました。

先輩に全てを話したところ、警察に言うように勧められましたが、警察に言ったら殺すと言われており、以前借金取りがうちに来たときも、警察に連絡しましたが、「何かあったら動いたる」ということでしたので、あまり信用することができず、迷った末一人でやむをえず事務所に行きました。

　事務所は提灯や、額縁が掲げてあってヤクザの事務所そのもので、そこに居たのは私の見てきた強い親父ではなく、見たくない弱々しい親父の姿でした。
その場の異様な雰囲気と、一刻も早く事務所を出たいとの思いから
「私が責任を取ります」
と言ってしまい、何とか父親と二人事務所を出ることができました。
　そしてこの件については、その後弁護士を入れて話は何とか解決をしました。
　ところがその半年後、組事務所にいた若い衆から、もう済んだと思っているこの件について
　　　　「まだ手形を持っている」
「ややこしいところへ回るところを俺が押さえた」
ということを言ってきたのです。

　梅田の繁華街の喫茶店でその男と会い、現物を見せてもらおうとしましたら、

　　　　「事務所に忘れた、しかしちゃんとある」
　　　　「１００万円都合つかないか」
という金の要求の話でした。

私が、出来ないというと、５０万、３０万、２０万とおもしろいように額が下がっていきました。

　私はこれはおかしいと思い、男に
　　　「実はこの件はある人に相談しているので、ここでちょっと待っていて下さい」

と伝えたところ、男が持つコーヒーカップの手がかすかに震えていました。

　結論として、この男はその組を破門になった者と言うことがわかりました。

　暴力団が一番怖いのは警察です。

　今から思うとなぜもっと早く警察に相談しなかったのか反省しておりますが
当時は暴対法もなく、今は法も整備され本当に良い時代になったと思います。
　ただ、そのとき先輩から、
　　　　「日本は法治国家や、最終的には法が守ってくれる」
　　　　「命を取られることはない」
という言葉をかけてもらい、これで勇気をもらってやってこられました。

　そうでなければ落語家を辞めていたかもしれません。

　「三代目桂花團治」襲名披露の際も、この先輩に声をかけてもらい、自然と涙が出ました。

　先輩が言うとおり、何でも自分で悩まず、まず警察へ相談するのがいちばんです。
　私は今、大阪の定時制高校で週２回教壇に上がっています。
生徒の中には鉛筆すら持たずに来る子もおります。

　夜間高校の先生は、まず子どもを登校させることから考えなければならないのでたいへんです。

　そして卒業までに一般社会で通じるように、最低限のマナーを身につけさせる必要があるのです。　
　イキがるのが格好ええと思う時期です、今日お話をする「昭和任侠伝」という落語はこうした格好だけを見てヤクザに憧れる者を笑った落語です。
＜三代目桂花團治＞
1962年　大阪府豊中生まれ　　　

1982年　二代目　故　桂春蝶に入門

1983年　初高座「桂春蝶独演会」

1988年　「落語家新人コンクール」優勝

2015年　4月26日　三代目桂花團治　襲名
責任者講習
平成２８年度の責任者講習は、下記の予定で開催します。
○　９月　８日（木）　西濃講習　　大垣市民会館　　午後１時３０分

○　９月２０日（火）　東濃講習　　セラトピア土岐　午後１時３０分　　　　　　　　　　　　　　　
○　９月２７日（火）　岐阜講習　　岐阜産業会館　　午後１時３０分

○１０月　７日（金）　岐阜講習　　岐阜産業会館　  午後１時３０分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○１０月１７日（月）　飛騨講習　　飛騨世界文化センター 午後１時３０分

○１１月　１日（火）　西濃講習　　大垣市民会館　　午後１時３０分

○１１月１８日（金）　飛騨講習　　飛騨世界文化センター 午後１時３０分

○１１月２８日（月）　中濃講習　　ＪＡめぐみの本店　午後１時３０分

○１２月　９日（金）　東濃講習　　セラトピア土岐 　午後１時３０分
〇１２月２０日 (火)　 岐阜講習　　岐阜産業会館　　 午後１時３０分

　　　　　参加ご希望の方はお電話ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　058) ２７７－１６１３　直井
その「いい人」って本当？
「衣食足りて礼節を知る」人は生活に余裕ができて、初めて礼儀・節度をわきまえることができるということわざですが、ヤクザも人ですから同じです。
　ヤクザの社会も金次第で、金を持った者はそれなりの地位になります。上になればなるほど下からの上納金が入りますのでさらに金には困らない。
　そうすると、捕まるのはいやですのでヤバイことは全て配下の者にやらせ、自分では悪いことをしなくなります。
金を手にした後、彼らが次に求めるのは｢ステータス｣です。
ヤクザというのは｢裏稼業｣と言われるように、表に出ることはあまりなく、どちらかというと日陰の生活です。
しかしヤクザの組長や幹部になったような者は、元々出世欲が強く目立ちたい性格ですから、何とか表舞台に出たいという欲望が湧いてくるのです。
そこで目を付けるのが、いわゆる文化人、社会的地位の高いと言われる人たち、具体的には政治家、会社経営者、役員、芸能人、有名スポーツ選手、医師、弁護士、教授等との付き合いです。
これらの者と関わり、コネをつくることによって自分も文化人の仲間入りをした気分に浸り、また、それを権力誇示の象徴や自分のシノギに利用しようとするのです。
直接関係を持つことはなかなか難しいところもありますので、フロント企業やクライアント企業の経営者等を介することが多いようです。
こうしたヤクザ社会の勝ち組(金を握った者)は、高級クラブ、有名飲食店やブランドショップ、スポーツクラブ等に出入りしておりますが、そこで知り合う著名人、有名人らをターゲットにして関係を持とうとしています。
彼らはヤクザまたはその関係者であることを隠し、親切丁寧、礼儀をわきまえた態度です。
お店としても高い料金を気前よく払ってくれる上客であり、常連ともなると自然に店主とも仲良くなります。
ですから店主から常連さんとして紹介を受けることもあるかと思います。
そして、少し親しくなって話をすると、アウトローに多少顔が利くので困った事があったら相談してほしいなどと言います。
ちょっとした相談を持ちかけると、警察よりも迅速にそして穏便に事を解決してくれます、しかも一切見返りなどを求めません。
特に警察に相談しにくいようなものを面倒な手続きなしで、すぐ処理してくれます。
「いい人だなあ、すごい人だなあ」これが実感です。
相手の正体がわかっても、既に人間関係が構築されていますから、自分に危害が及ぶことはないという自信があります。
逆に相手は、自分がヤクザということで、こちらに迷惑がかかるからなどと、気を遣ってくれ、無理な要求などは一切ありません。
こちらは心強いブレーンができたと大喜びし、益々関係は深まっていきます。
そのうち相手側の関連会社や店舗との取引や出入り、場合によっては「お遊び」と称して簡単な野球博打やスポーツを対象としたトトカルチョに誘われて軽い気持ちで手を出してしまいます。
その頃になると、そのヤクザに心酔してしまっていて、周りから助言や忠告を受けても離れることはできなくなっています。
誘われた博打でエスカレートしてしまい、負けを取り戻そうとして大きな借金を抱えてしまい会社を潰してしまった社長も実際におります。
ヤクザは人を喰い物にして生きていく人種ですが、喰い物にされていなくとも今の時代、この関係が表面化したとき、社会から受ける非難は想像を超えるものがあります。
社会的信用も失墜してしまい、事業主であればその会社自体が反社の共生者とのレッテルを貼られ、つぶれてしまう結果となってしまいます。
ヤクザと心中するわけにはいきません。
数年前も著名な芸能人がヤクザに義理を通して、テレビ界から去ったのを記憶しておられる方も多いと思います。
また、某大学教授がヤクザの幹部から大金を借りていて一切返済していないということも報道されました。
その芸能人もそのヤクザについて｢本当はいい人だから｣というようなことを言っていましたし、大学教授も金を貸してくれたヤクザを｢いい人だ｣と言っていました。
しかしその｢いい人｣の下でたくさん悪い人がいて、悪事をはたらき、人に迷惑をかけているのです。
そして皆さん考えて下さい、「本当にいい人」は元々ヤクザにはなりませんから。
　　　　

お知らせコーナー
　★　暴排ビデオの貸し出し（無償）
№

タイトル

内　　　容

上映時間

１
シャットアウト

「企業対象暴力」

「企業指針」に基づき組織一丸となって反社会的勢力と対決する要領をドラマ化したもの

４０分

ＤＶＤ

２
黒い契約者　　

～不当要求を許さない社会へ～

暴力団サイドが不当要求に及んでいく過程を描写する中で暴排条項の活用を説明

３０分

ＤＶＤ

３
狙われた行政　

～失敗を糧に～

生活保護費詐欺事件、公営住宅への暴力団員居住事例を中心組織一丸となった暴排活動事例

３３分

ＤＶＤ

４
「みんなの力で！」

個人商店を狙い不当要求を仕掛ける暴力団に、商店街の仲間が協力して対決する

３１分

ＤＶＤ

５
社会VS暴力団

暴排条項による暴力団関係企業等の排除、刑事事件として責任者追及を適用した事例の２編

３９分

ＤＶＤ

６
負けへんで！　

不当要求に対する事例別対応要領を解説

３６分

ＤＶＤ

７
不当要求の手口と対応
執拗な迷惑電話とその手口、クレーマーの種別とその対決

５６分

ＤＶＤ

８
闇にひそむ影

～僕には関係ないと思ってた～
暴力団なんて「僕には関係ないだろう」そう思っていませんか。あなたのそばに近づいてます
３７分

ＤＶＤ
ご希望の方はお電話ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　058) ２７７－１６１３　直井


